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1. 消費者が婦人服を購入す る際，色彩が大き なセー

ル ス・ ポイントになってい る実情から，最近特に色彩に

つい てのマーケティ ングリ

されてい る。

色彩嗜好は製品 の用途によって，か なり相違があ る。

し かるに婦人服 の用途別 の色 の好み に関 するデ ーター

は極 めて少 ない｡'本報告は消費者の身近 な， セーターと

スカ ートの色彩嗜好を時系列的に分析し，そ の製品特有

の動態を とらえ，生産面にも役立てたい と考 えた。

2. 対象は当短期大学 の１年生1400 名で，期間は1957

～1963 年 の７年間に わたり，毎年２月に実施した。

試料は日本色彩社の97標準色を用い，質問紙法によ り

色票 を選出 させ,嗜好率を年度ご とに集計して検討し た。

3.　この年代ではホワイト，イェ ロー， スカイ， ピン

ク系をセーターに， ダー クブル ー，ブ ラウン， メデ ィア

ムグレ ー系 をスカ ート に好 む傾向があ る。

流行色 の影響も嗜好率 の高い方に顕著であ るが，ブ ラ

ック系のよ うに スカ ートに圧倒的多 かったものが，昨年



から セータ ーに多く なった例外もある。

従ってブラ ック系は，レ ッド，ベ ージ ュ系等 と共 に，

両方 に好 まれ る系統 といえ る。

またゴ ールド， オ リーブ グリ ーン， リ ーフ， ラベンダ

ー，ライラ ック，レ ッドパ ープ ル，ワイン系 等は，両方

に好 まれないこ とが わかっ た。
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